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2，3の金銀鉱石（そのi）
　　特に「キングロ」について
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　　　丁五e　large　amounts　of　gold　and　silver　ores　have　been　produced　from　the　epitbermaI

潰ssure－filling　deposits　hl　Japa11．

　　　In　tbe　several　gold　and　sil▽er　ores　of　the　epitherma！veins，we　often　obser▽e　black

覆）ands，that　is，the　aggregate　of　ores　in　gol（i　and　silver・

　　　丁丘ey　have　been　ca】1ed“Ginguro”（Silver　black）and　considere（i　as　token　of　high

grade・resbymanyminersf・ra1・ngtlme・
　　　The　writer　has　tried　to　examine　micrQscopically　the　natures　of　the“Ginguてo”of

血eChit・se，Seig・shiandOguchimines・andther曾sult・歪the・bservati・nissqmmarized

as　follOWS：
　　　1，The　gold－silver　ores　observed　in　the　above　mines　can　be　classified　into　three

di費erent　ores：Chitose，Seigoslli　and　Oguchi　ores・

　　　2。　Constituent　minerals　of　gold　and　silver　ore　aエe　native　goid，native　si…ver，arg（ミn－

tite，pyrrargyrite，pr・ustite身stephanitらP・1ybasite，cerargyrite夕tetrahedrite♪cbalc・pyrite・

pyrite，sphalerite，galena，c・velline・stibnite2cinnaberetc・and・fganguea「equa「tz，

adularia，calcite　and　baτ’ite．

　　　3．Average　grain　size　of　gold　is　a＄fo110ws＝

　　　　　Locality　　　　　　　　　　Grain　size　of　gold

　　　　　Chitose　　　　　　　　　　　　　O．02－0．08mm

　　　　　Seigoshi　　　　　　　　O，03－0。10mm

　　　　　Oguchi　　　　　　　　　O、0！－0，05mm
　　　4．　The　ratio　of　gold　and　silver　iミas　follows　i

　　　　　L・cality　　　　　Rati・ofg・1dandsi更ver

　　　　　Chitose　　　　　　1：1－20
　　　　　Seigoshi　　　　　　　　　　　　1二30－40

　　　　　0guchi　　　　　1：0・3－0・6

1．緒　　言

　現在，日本の産金高の約80％は浅熱水性の金銀鉱脈
き

．より産出している。この種の鉱脈は北海道・東北地方・

伊豆半島および九州地方に多く分布し，いずれも通称「ギ

yグ冒」一隻いわれている銀鉱物を伴なう硫化鉱物の濃集

部，すなわち黒色の高品位部を含むことが多く，自然金

は主としてこのなかに存在する。

　筆者は本報告書において現在までに調査を行つた鉱山

、より採取1、た鉱石屯特に2βの高品位鉱「ギソグ・」に

　＊贋島駐在員事務所

ついて観察したことを述べる○

　試料は北海道千或鉱山大黒鑓（一15m坑），静岡県溝

越鉱山2号脈（下2番坑）および鹿児島県大口鉱山3号脈

（下2番坑）より採取したものを使用した。各鉱石につい

ては以下便宜上千或鉱・清越鉱・大口鉱と称することと

するQ
　これらの鉱山の地質・．鉱床につぴて臆，いずれも既に報

告してあるので，こ蹄こは省略する。

2．鉱石の構造

鉱脈は浅熱水性裂舞充揖含金銀石英脈であつて，若千
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の氷長石・方解石，稀に重晶石を伴なうのが普通である。

種々の硫化鉱物および自然金は局薄的に濃集し，「ギン

グ・」を形成するが，その構造は縞状，角礫状，網状ま

たは塊状を示す。

「ギソグロ」を形成する硫化鉱物類はおのおのの鉱脈に

ついて，または同一の鉱脈についても局部的に異なるの

が普通である。

　したがつて，筆者の観察した鉱石が現在なお採取され

ているか，どうかについては囚われることなく，一応観

察した結果のみを記述する。

2。1　肉眼的性質

2．1．1千肉鉱

北海道千弐鉱山大黒鑓は下15m坑においてほ，脈旛

約1．00mの優勢な鉱脈であつて，E－W方向に約600m

の延長を示す。

鉱脈は第1図に示す如く対称縞状構造を呈し・一般に

AhbαB’αbBQ　C
　ト2δ㎝｝8卜30Gm→18■3。cm4

　　1・II　皿：　■　1

　　第1図　千キ鉱由一15m坑
A！安山岩　　B：「ギングロ」帯　　C：粘土帯

Py：黄鉄鉱帯　　b　鉛・亜鉛帯　　Q：石　英

是向断層を伴ない，上盤または下盤は断層粘土帯に接す

る。母岩は輝石安山岩および凝灰岩のプロピライト化し

たものが多く，珪化・絹雲母化および氷長石化等の変質

作用が認められる。「ギソグ・」は両盤よりF20～30cm

の位置に幅 5～10cmの大幅な黒色の縞をなして分布し

ているo

肉眼的にも観察される鉱脈の晶出順序は第1図に示す

よ5に，大体1～IIIの3時期が考えられる。

　1期に属するものは赤褐色ガラス質石英～白色半透明

石英よりなり，このなかに黄鉄鉱および方鉛鉱，閃亜錯

鉱の晶出帯が認められる。

皿期に属するものは銀鉱物を多く含む硫化鉱物類の

晶出帯で，灰色石英（若干の氷長石が認められる）中に濃

集した「ギング・」が賦存し，1そのなかに斑点または不規．

則な形状を示して紅銀鉱が晶出している。自然金は大部

分この石英中に含まれる。顕微鏡観察は主としてこの・

rギソグロ」について行つた。

III期に属するものは灰白色～乳白色，緻密質または。

結晶質石英を主とし，晶洞を形成することが多く，かつ・

その粒度は前2期の石英に比して粗い。硫化鉱物の鉱染・

は比較的少なく，僅少の黄鉄鉱・閃亜錯鉱および方錯鉱』

（稀）の晶出が認められる程度である。

第2図のように晶洞中にポ．リバサイト・濃紅銀鉱・脆一

銀鉱等の小結晶が認められることがあるが，これらの晶．

洞はIII期の石英によるものではなく，おそらくII期、

またはそれ以前に形成されたものと考えられる。

次にこれらの1戸》m期の鉱石の化学分析の結果は第・

1表に示す通りである。

第　　1　　表

QK
ナ

“Zn＋Pb

　巳
　唾嫡
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第2図　　大黒樋ギングロの賦存状況
’
B
＝
ギ ングロ　　　Qkc：下記の外に黄

銅鉱を斑賦に含む石英

Q：白色緻密石英　　　Qk：白色斑状に

黄白色粘土を含む石英　　　P：ポリバサ

イトの結晶　Py十St：．濃紅銀鉱十脆銀鉱

晶出期
1＊

II

IH

iAug／t

45．3

550．3

64．7

Ag9／t

　59
‘
3 486

394

Cu％

1．63

0．95

0．49

Pb％

13．33

0．47

0．41

Zn％

6．55

0．90

0．85

Sb％

0．05

0．01

0」01

lAs％
0．02

G．01

0，00

lFe％
1．58

1．73

1．69

S％

6．84

1．56

1．76

Sio2％

05，36・

86。92

88．82．

（分析者　望月技官）

註＊Pb，Znの濃集した部分で1期とII期との中間帯の分析結果である。
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　この分析結果をみれば，．II期の「ギングロ」部には著

しく金・銀の濃集していることがうか穿われる。

2．1．2　清越鉱

清越鉱山は静岡県伊豆半島中部にあり，土肥鉱山の東

方約2kmに位置し，現在持越鉱山の支山として稼行さ

れている。鉱脈は4条あるが，現在主として稼行されて

いる2号脈はN27ρ》300E，800Wの走向・傾斜を有し，

走向方向に約300mの延長をもつている。

脈幅は平均1．5｛・2・Omを示すが，その変化は著しいQ

母岩はプロピライト化した粗粒玄武岩・玄武岩質安山

岩および輝石安山岩類より構成され，これらは珪化・粘

土化および緑泥石化作用を蒙つている。

鉱脈は縞状および不規則塊状（粘土質）の構造を示す。

鉱石は細い網状石英脈の貫入したもの，母岩の角礫を包

有して輪状構造を示すもの，緑泥石化，粘土化した母岩

中に鉱染状に硫化鉱物が濃集したもの等があるが，鉱石

の主体をなすものは黒色硫化鉱物の縞状に濃集した珪酸

鉱であるQ
採取した鉱石は下一・下二番坑のもので，肉眼的には

白色半透明～乳白色隠微晶質の石英中に「ギングロ」の細一

い縞を有するもので，これらは何回かの繰返し晶出によ

り累被状を呈している。鉱染している硫化鉱物の粒度は

他の鉱山の鉱石に比べてやN粗く，肉眼的に観察される

硫化鉱物は閃亜錯鉱・方錯鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱・輝銀鉱

等で，稀に脆銀鉱・角銀鉱の晶出が認められる。

　第3図は累被状に「ギyグロ」の濃集した部分の研磨面

のスケヅチである○

　上記「ギソグ・」を含む鉱石の分析結果を第2表に示

す。

Cp　　B B
Q

鞠

：疫．．Zn＋Gン

P琉

呈

　　　工　且Qg皿

一4G揃一一一一一一一詞

▽

π

第3図　　清越鉱山2号脈（下一番坑西）の

　　　鉱石研墜面の界ケツチ
B＝ギングロ　　　　　Q．：白色緻密な石英

Zn十G：』閃亜鉛鉱十方鈴鉱

Qg：流化鉱物の鉱染黄鉄鉱している灰黒色石．英

Py：黄鉄鉱　　　　Cp：黄銅鉱

向・傾斜を有し，その走向延長は約640m，脈幅は平均

1mを示している・

　鉱脈は網状，縞状および斑点状の構造を示す含金石英

脈で，母岩はプロピライト化した安山岩類よりなり，珪．

化作用・粘土化作用が特に著しい・その縞状を呈するも

．のは乳白色緻密な石英中匠，幅1cm前後の黄色部と黒

色部の対称的な2条の縞を形成している。その構造を図

示すれば第4図の通りである。

　第4．図に示した黄色縞状部は微粒の黄銅鉱・黄鉄鉱お

よび自然金の濃集部で，このなかには微粒であるが肉眼

的にも認められる自然金が多く発見される。この黄色部

の幅は1～2cmで，曲折部では5cmに4）達するもの

第　　2　　表

・＼成分
　　　ヤペ
採取場所　　＼

Aug／t Ag9／t Cu　Pb
％　　％

Zn
％
Fe
％
S
％
MgO
％
CaO　AI202・
％　　％

Sio211g．1。ssT・ta互

劉％．％
鱒1§難騰il黙li／糊騰§illii懲lilili繊il馴蝶

（分析者　清越鉱山）

分析結果をみれば，錯・亜錯および銅等の蔑金属

（Base　meta里）に対して銀が相当k多く含有されている。

『このビとは他の2鉱山に比して特別な型に属すること

を示すと考えられる。

2．玉．3大口鉱

鹿児島県北部にある大口鉱山は，上記の2種の鉱石と

異なつた形式の鉱石を産することで有名である。現在主

に稼行されている3号脈は，N600E，50～60QNWの走

がある。一

黒色部は閃亜錯鉱・方錯鉱等の黒色硫化鉱物が濃集し

ているもので，黄色部と並行して縞状部を形成してい

る。鉱染濃度は黄色部に比して劣勢である。

すなわち，これらの色の相違は，そこに鉱染，膿集す

る硫化鉱物等に起因するもので，黄色部は自然金・黄銅

鉱および黄鉄鉱，黒色部は閃亜錯鉱・方錯鉱等の色によ

り特徴ずけられているものである。
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マ

第4図　　大口鉱出3号脈下盤樋（新樋）

　　　の鉱脈の糠造

　B：黄色ギングロ
　Py：黄鉄鉱・閃亜鉛鉱等の鉱染帯

　b：ギングロ　Pr：プロピライト

　輝安鉱・辰砂等も脈中に普通に認められるが，富鉱部

・の存在する所ではその分布は顕著でない。これらの輝安

覧鉱・辰砂等は，自然金を伴なう硫化鉱物晶出期より後期

の，比較的晩期の石英に伴なわれてぎたものと考えられ

る。

　次に上記の3種類の鉱石について顕微鏡的に観察した

結果を述べる。

　2．2　顯微鏡的性質

　上記ゐ「ギソグロ」を研磨し，顕微鏡下に観察すれば，・

いずれも白色～乳白色あるいは灰白色緻密の石英中に縞

状または不規則な形状を示Lて濃集する硫化鉱物類，お

よびこれに随伴する自然金が認められる。これらの自然

金は石英中に遊離金として，他の鉱物を交代しまたは他

の鉱物により交代されて，あるいは包有され，または包

有Lて，それぞれ独特ク）形状を示して晶出しているのが

認められる　　　　　　・　　　　戸
　これらの自然金の大部分は銀を含有し，エレクトラム

として産し，その銀の含有量の多少により，色彩・光沢

等に多少の差違が認められる。、

　以下3種類の鉱石について，鉱石の組織・構成鉱物お

よび自然金の賦存状態等につき記述する。

　2．2．1　　千二隻鉱

　千弐鉱山大黒鑓の「ギングロ」の脈石鉱物は，主として

径0．1～0。05mmの等粒モザィヅク構造を示す石英粒

の集合よりなり，この石英粒間にはしばしば微粒自形の

氷長石の晶出が認められる。

　硫化鉱物類は縞状に多量に濃集しているが，その粒度

．は不規則で，0．05㎜の微粒のものから0．3～0・5mm

程度の粗粒のものまで存在し，早期晶出の硫化鉱物は一

般に末期晶出のものより微細である。例えば閃亜錯鉱に

ついては，早期石英中のものより「ギングロ」晶出後の晩．

期石英中のものが，粒度は大である。

　脈石鉱物についてもこれと同様のことがいえる。

　第5図は硫化鉱物が肉眼観察で濃集している部分のス

ケッチである。後述するように自然金は硫化鉱物に随伴

し，特に銀鉱物の晶出期に濃集する傾向がある。

　顕微鏡観察の結果認められた鉱物には下記のものがあ

るQ

　　　　　欝感濠

　　　　　　　　　　　睦　　魂・

　　　　　　　　　　P
　　　　　　　　　　　ユ

　　　第　　　5　　　図

Au＝自然金．　　　　G：方鉛鉱
Po：　ポリノミサイト　　　　　　　Cp：　黄銅鉱

Ag；輝銀鉱　　　　　　　Py：黄鉄鉱
Pyr：濃紅銀鉱　　　　　　　P：空　隙
Zn：閃亜鉛鉱　　　　　　　　Q＝石　英

　自然傘・黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱・輝銀鉱・

脆銀鉱・ポヲバサイト・濃紅銀鉱・淡紅銀鉱・輝安鉱・

四面銅鉱

　黄鉄鉱　黄鉄鉱の粒度は平均0．3ん0．1mmを示す。　0

その形状は四角形またはこれに近い自形結晶を示し，後

期の硫化鉱物により交代されているものが多い。

　黄鉄鉱が後期晶出の硫化鉱物により交代されるが交代

する後期の硫化鉱物としては黄銅鉱が最も多い。

　さらに自然金がこの両者の接触面に沿い晶出し，かつ

黄銅鉱を交代しているものも認められた。

　一般に晶出は比較的早期のものが多いが，比較的後期

晶出のものも認められ，黄銅鉱を包有するものがある。

　閃亜鉛鉱　閃亜錯鉱は「ギソグロ」を構成する硫化鉱物

中最も多量で，比較的早期の晶出にかNる硫化鉱物であ

るQその粒度は1期において平均0．1～0．3m皿を示し

1～II期璽石英中に多く，その濃集部を構成している。

1期に属する部分では閃亜錯鉱と方錯鉱との濃集部が縞

状に分布することが普通で，互に共生し，一部は方錯鉱

に交代されるものがあるが，また方鉛鉱を交代するもの

もあり，その晶出はほとんど同時と考えられるるしかし

その共生関係と互に交代されている状況よりみて，閃亜

錯鉱の晶出がやX早い感がする。

閃亜錯鉱はまたさらに後期の黄銅鉱および自然金によ・

り交代されている。

第6図は閃亜錯鉱が黄銅鉱および自然金により交代さ
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騨

G　　　ω｝Bm

・←一一→

　　　第　　6　　図

Zn：閃亜鉛鉱　　 Ag：輝銀鉱
Cp：黄銅鉱　　　　A萩：　自然金

Pyr：濃紅銀鉱

れた状態を示したもので，下方の自然金は閃亜錯鉱と黄

銅鉱の界面に沿つて交代晶出している。

　方錯鉱　閃亜錯鉱と共生し，ともに「ギングロ」中に多

量に認められる鉱物である。粒度は閃亜錯鉱とほ父同様

で，「ギングロ」中に認められるものは0．1mm以下の

粒度を示すものが多い。　　　、戸

　黄銅鉱　「ギソグロ」中に普遍的に認められ，1～II期

に属する部分に著しく認められる。この黄銅鉱は黄鉄鉱

の富形結晶を包有し，かつ一部ではこれを交代している・

　また，黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱等の比較的早期晶出

の硫化鉱物の結晶粒間あるいはその割目を充揖して，き

わめて不規則な形状（他形）を示して晶出しているgした

がつて粒度も一定しないが，1｛・II期の晶出期の移り変

わりの際に，比較的粒度の大きなものが晶出している。

　黄銅鉱を交代する鉱物としては後期晶出の銀鉱物およ

び自然金があり自然金に交代されかつその一部が包有さ

れているものもみられる。

　輝銀鉱鏡下では灰色～灰白色を呈し，硬度の低いこ

とにより他の銀鉱物と識別される。

　rギソグロ」中に閃亜錯鉱についで最も多量に分布し，

黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱および方錯鉱等の鉱物の結晶

粒間，または割目をうずめて晶出している。銀鉱物中で

は比較的早期晶出の鉱物であるが，局部的には第6図に’

示す如く，一般にこれよ1）後期晶出と考えられる濃紅銀

鉱を交代しているものが認められた。粒度は一般に小さ

いものが多く，その平均粒度は0．02｛・0．1魚mを示し

ているo

　ポリバサイト　灰色を呈し，硬度は輝銀鉱よりや』硬

く潤亜錯鉱に近いカ㍉閃亜鎖鉱とは耳CNによる腐蝕

試験により容易に識別される。他の銀鉱物と共生するこ

とが多く，晶洞中には第2図に示すように六角短柱状の査

・結晶を示して，濃紅銀鉱等とどもに晶出しているのがみ

られる。

　粒度は「ギングロ」中では比較白勺小さく、多くは0．0：L

～0・1mmである。晶洞中には稀に1㎜に達する結≡

晶粒が晶出している。

　黄銅鉱・閃亜錯鉱および輝銀鉱を交代するものが認め

られる。

　脆銀鉱　灰白色を呈し，比較的軟く，その硬度は方錯

鉱と同程度である。方錯鉱とは色・破痕・およびK：CN

による腐蝕試験により識別される。

　輝銀鉱よりや玉後期の晶出で，ポリバサィト・濃紅銀

鉱等と共生するこ、とが多いが，濃紅銀鉱と共生するのが

最も普通でこの場合濃紅銀鉱を交代するものが比較的多

く認められた。

　粒度は0．01～0．1mmを示し，輝銀鉱に次ぎ銀鉱物

中では比較的多量に晶出している。

　濃紅銀鉱　「ギyグロ」中に普遍的に，または局部的に

濃集して晶出し，嘩眼的にも暗紅色数mmのアミーバ

状等の不規則な形の斑点として分布Lている6

　顕微鏡下では青灰色を呈し，部分的に本鉱物の割目に

沿い紅色の内部反射が認められる・他の銀鉱物，特に脆二，

銀鉱と共生し，これにより交代されているものが多く認

められる。

　粒度はその晶出の状態により一定しないが，0．1㎜

内外のもめが最も多い。比較的粒度が大と思われるもの’

も，微細な結晶の集合よりなることが多い。

　淡紅銀鉱　顕微鏡下ではや玉淡紅色の内部反射の認め

られる青灰色を呈し，硬度は濃紅銀鉱に比べて小である。．

濃紅銀鉱よりや』後期に晶出Ll濃紅銀鉱と共生しなが’

ら，その一部はこれを交代している。粒度は濃紅銀鉱に、

比してや』小さいo、’

　輝寮鉱鏡下では自色を呈し，輝銀鉱と同程度の硬度

を示す。単独の自形結晶としてII～III期の石英中に認

められ，「ギングロ」の晶出期にはその晶出は少なく，さ

らに後期に属する石英中に晶出するものが多い。

　四面銅鉱　灰白色～灰色を呈し，脆銀鉱との識別は困1、

難であるが，硬度がやX高いこと，他鉱物との共生関係

および腐蝕試験により識別される。

　「ギyグロ」中で特に黄銅鉱と共生して晶出しており’，

黄銅鉱よりや≦後期に及ぶものはこれを交代しているが

その量は少ない。黄銅鉱の交代されるものはその一部に．

銅藍を形成していることが多い。
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その粒度は0．1mm以下の場合が多く，黄銅鉱と密

接な関係を有している。

　自然金　自然金は肉限的に認められるものは稀である

1が，顕微鏡下では普遍的に認められ，常に光輝ある黄金

色を呈し，1～II期にその晶出が多く，特にII期の「ギ

ングロ」中に銀鉱物に伴なわれるものと，黄鉄鉱・黄銅

り鉱・閃亜錯鉱の粒間をうづめ，これを交代するものとが

多い。

　粒度は一般に小さく，平均0、02～0．08mmを示す

が，石英中に遊離金として不規則な半自形を示して晶出

するものは粒度の変化が著しく，0。01㎜程度の微粒の

ものから0．1㎜1にも達する粗粒のものまで認められ

’たo

　自然金の分布，すなわち存在の状態は種々変化が多い

』が，大体次のように分類できる。

　①　石英粒聞に晶出したもの（遊離金）

②’硫化鉱物と共生またはこれを交代するもの

　a）早期晶出の硫化鉱物を交代するもの

　b）銀鉱物と共生し，その一部を交代するもの

　③早期晶出の鉱物を包有するもの

　①に属するものは粒度に変化参多く・その形状も不完

全で，半自形ないし他形を示すものが多い。粒度は0．01

＾’0。1mmの貿）のが多い。

　②に属するものは粒度が比較的に変化が少なく

多くは0．02～0．08mmであるo

　その形状は第7・8図に示すように，一般に楕

月状または円味のある不規則な形を示し，いずれ

も硫化鉱物中に含まれるものに多い。銀鉱物を交

代するものも一般的にみられるが，第6図に示す

C

㎞
ωmm

　　　　　第　7　園Au
　　Au：自然金　Ag：輝銀鉱
　　Cp＝黄銅鉱

ように2種類の銀鉱物間に交代的に晶出している

ものが多いo

　自然金が交代する鉱物の主なものは，黄鉄鉱・

黄銅鉱・閃亜錯鉱および輝銀鉱で，濃紅銀鉱を交

代するものはこれに比して少ない。

③自然金はまた第7図に示すように，早期晶出

　1翻．

　　　　第　　8　　図
　　　Zn：閃亜鉛鉱　　G：方鉛鉱

の硫化鉱物を包有していることがある・包有される硫化

鉱物は一般に稜角のある破片状のものが多く認められ

た。また黄鉄鉱の小自形結晶を包有するものもみられ

たQ

粒度は上記のものと同様平均0．02～0．1mm内外の

ものが多く，稀に0．1imm以上の粗大なものも認めら

れた。

自然金は上記と逆に，後期晶出の鉱物に包有されるも

のはほとんど認められないが，黄鉄鉱等の早期晶出硫化

鉱物の割目に沿つて自然金が入りこみ，、これが研磨面の

第．3　衷

　晶出時期
鉱物 工　　期 』　　期　　週・　期

黄鉄鉱

閃亜鉛鉱

黄銅鉱

四面銅鉱

方鉛鉱

輝銀鉱

潔紅銀鉱

淡紅銀鉱

ポリバサイト

脆銀鉱

自　然金

輝安鉱

爾

一「

『
一

一
一

』一圏唖曜馳■』一一甲．一昏薗

一
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2，3の金銀鉱石（その1）　特にrギシグ・」について　（高島　清）

O　　　al置lm

　　　第　　　9　　　図

Zn：閃亜鉛鉱　　　　Py：黄鉄鉱
Cp：黄銅鉱　　　　Q：　石　　英

麟ノ

かには多量の銀鉱物および自然金が含有されている。

　これを研磨して検鏡すれば石英中に多量の硫化鉱物が

認められ，これらのなかで上記の縞をなした珪酸鉱では

閃亜錯鉱に富む部分や黄銅鉱に富む部分等，部分的にそ

の濃集する鉱物の量が異なつている。

　粘土鉱についても同様な事実が認められ，この事実か

らしても鉱化作用はた黛1回かぎりのものでなく，何回

も繰返して行われてできた鉱脈と考えられる。

第9図，図版1は珪酸鉱中に縞状に硫化鉱物が濃集す

る部分のうち，特に閃亜錯鉱濃集部のスケヅチであるo

　このように繰返して行われた鉱化作用の状態を第3図1

の研磨片にりき，『その灰色部・黄色部・脈石部の量比を

面積計算により示せば次のようになる。

＊鉱化作用に
よる晶出時期

I
II

III

IV

V

臥色部％

8
40

20

10

35

黄色部％’

2
1
20

20

20

脈石部％

0．11nm

　　　　図
Sp：閃亜鉛鉱

　版　　　1

Py：黄鉄鉱　Q：石英

切り方によつて黄鉄鉱中に包有されているようにみえる

ことがある。

　上述の観察の結果より，千肉鉱の鉱石鉱物の晶出順序

を図示すれば第3表となる0

　2．22清越鉱
清越鉱は白色緻密の石英中に「ギソグロ」が縞状に鉱染

するもの（珪酸鉱），破砕された母岩や石英が粘土で充填

され，粘土のなかに胡麻塩状ないし斑点状に黒色の硫化

鉱物が鉱染したもの（粘土鉱）等がある。これらの鉱石の

黒色部はいずれも硫化鉱物類の濃集Lたもので，このな

＊第3図の鉱石における数字により示す

90

59

60

70

45

粒度は他の2種の鉱石よりや玉粗く，硫化鉱物の平均

粒度は0．4～0．5mmで，特に粘土鉱中』において粗粒で

ある。

　自然金は肉眼的に認められることは稀で，いずれも硫

化鉱物，特に銀鉱物に随伴する。

　脈石はモザィック構造を示す石英と少量の方解石・氷

長石を伴ない，稀に重晶石が存在する・石英は波動消光

を示すものが多く，氷長石はこの石英粒間に自形の稜角

のある形を示して存在する・方解石は犬牙状を示すもの

が認められるが，石英を主とする珪酸鉱中にはその分布

が少ない。また粘土鉱中には緑泥石を伴なうことが多

いo

　「ギソグロ」中に認められた硫化金犀鉱物は次の避りで

ある。

　黄鉄鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱・輝銀鉱・脆銀

　鉱・角銀鉱？・自然銀・自然金・濃紅銀鉱

　黄鉄鉱　黄鉄鉱は自形を示し，比較的早期に晶出した

もので，その平均粒度は0・8～0・1mmである・

　「ギソグロ」中に認められるものは，黄銅鉱・閃亜錯鉱

等の後期晶出り硫化鉱物に包有　または交代されている

ことが多い（図版2参照）。

　閃亜錯鉱　硫化鉱物中最も多く認められ，これが濃集

する部分では第9図，図版1に示すようにその形状が不

規則で，粒度の測定は不可能である。この図のような構
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　　図　　　版　　　2
Py：　黄鉄鉱　　　　　Cp＝　黄銅鉱

　　　　図　　　版　　　3

Cp：黄銅鉱　G：方鉛鉱　Ag＝輝銀鉱

造はいわゆる“Beam　stmcture”で，その凹所を閃亜

錯鉱晶出後の黄銅鉱が，黄鉄鉱を包有して充蟹している

のが認められた。

　また，閃亜錯鉱は外側より交代作用が行われ，これが

内部に向つて進んでいるのがみられる。これらの状態よ

り閃亜錯鉱は黄鉄鉱に次いで早期晶出の鉱物と考えるこ

とができる。

　方鉛鉱　閃亜錯鉱と同時か，や』後期に晶出したもの

が多いが，一部にはさらに後期の銀鉱物と共生するよう

なものも認められたo

　またこの場合濃紅銀鉱を包有しているものも認められ、

たカ㍉その数は少ない・図版3，に示すように・一部には

黄銅鉱を包有するものが認められる。この場合黄銅鉱は

比較的自形を示すことが多い。粒度は後期のものほど大

となる傾向がある。

　黄銅鉱　量は閃亜錯鉱・方錯鉱に比較して少ない・粘

土鉱中の硫化物集合部を顕微鏡下に観察すれば，方鉛一

鉱・閃亜錯鉱等の集合部に，比較的粒度の大きい黄銅鉱

と混同されるような自然金が認められた。

　この自然金はモザィック状の閃亜錯鉱・黄銅鉱等の結

晶粒の接する面に沿い交代的に晶出している。

　黄銅鉱の粒度は一般に粘土鉱中では粗く，その平均粒

度は0．2～0．8mmを示す。

　珪酸鉱中においては，脈石帯特に第1期の石英帯と硫

化鉱物帯との漸移部に，多くの黄銅鉱の晶出がみられ

る。この場合粒度は粘土餌のものに比して小さい。

　輝銀鉱最も普遍的に認められ，「ギングロ」中では多

量に濃集1ノている。早期の鉱物を李代することが多く，

第10図にみられるように閃亜錯鉱・方錯鉱を交代するも

のが普通に認められる．石英粒間にも普遍的に認められ

　　　　．．臨．，∴：
　　　　e’ポ：ll二、り

‘9二畳・．　。●：∵㌦1

．1二施寝　　・苧

●縷幽　幽、
　　．膏

　　Zn

A巳

　O．1mm

一

禽
　　　　ト　　■

　　　　…

蘇　！

　　　　第　　　10　　　図

Py＝黄鉄鉱　G：方鉛鉱』Ag：輝銀鉱
Au：　自然金・　Zn：閃亜鉛鉱　 P：空隙

るが，その粒度は他鉱物を交代するものよりもや玉小ざ

いものが多いようである。平均粒度は0．ユ～0．3mmで

ある。た黛し晶洞中にはしばしば数m皿に達する結晶

粒が認められる。

　臆銀鉱　輝銀鉱に次ぎ多くみられる銀鉱物で，晶洞中’

にはしばしば数㎜の六角板状結晶が認められる。な

お六角板状の結晶を示すものの中には，一部にポリバサ

イト蓬）存在する。
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2．3の金銀鉱石（その1）特に「ギングロ」について　（高島　清）

　一般には常に他の銀鉱物と共生し，濃紅銀鉱により交

代されるものがみられる。黄銅鉱を交代するものが認め

られた。

　これらの粒度は主として0，1～0．5mmを示す。

硬度が高いこと，HNO3に侵されることおよび色等に

より，次記角銀鉱？と識別される。

　角銀鉱7　粘土鉱弔，特に鉱脈の上部に認められるが

現在出鉱中の鉱石ではほとんど認められない。

　帯緑灰色のにぶい色を呈し，硬度は輝銀鉱よりもやX

低く，顕微鏡下では暗灰色を呈する。

　KCNには反応が顕著であるが，H：NO3，HC1および

FeC13には腐蝕されない。

　自然銀を随伴することが多く，これは本鉱物の割れ目

また周縁部に沿い2次的に生成されている。

　濃紅銀鉱　他Q銀鉱物，特に脆銀鉱と随伴し，それら

と共生することが多い。硬度は脆銀鉱よりも幾分高く，

針で「キズ」をつけると，紅色の内部反射が認められる。

　自然銀　粘土鉱中に多く認められ，特に角銀鉱に伴な

われるととが多く，脆銀鉱・濃紅銀鉱等にも随伴する。

その大部分が上記銀鉱物の割れ目または周縁に沿い，2

次的に生成されたものである。

　硬度は方錯鉱とほ黛等しく，銀白色を呈し，一般に微

細なものが多いo

　自然金　肉眼的にみられるような大ぎなものは稀であ

るが，顕微鏡下では容易に認められる。自然金の粒度は

0．7mmの程度であり，本鉱石の顕微鏡観察の結果認め

た金鉱中最も大きなものである。これによれば黄銅鉱・

閃亜錯鉱・石英の粒間に交代的に自然金が晶出している。

　清越鉱山の鉱石特に「ギングロ」中の自然金は，他の硫

化鉱物を交代して晶出するものが最も多くみられる。粒

度はこの種の鉱石については遊離金どして晶出するもの

より，硫化鉱物を交代するものの方が粗粒である。一般

には交代する自然金の平均粒度は0．03～0・1mmであ

るQ

　この種の鉱石中にみられる自然金の存在状態を分類す

れば，i次のようになるo

　①石英粒間に晶出するもの（遊離金）

　②　硫化鉱物と共生，またはこれを交代するもの（交

　　　代金）

　　a）黄銅鉱を交代するもの

　　b）その他の硫化鉱物を交代するもの

　③　硫化鉱物に包有されるもの（包有金）

　①に属する遊離金は「ギソグロ」中においては一般に少

なく，顕微鏡下に観察されるものの大部分は②の交代金

である。石英粒聞に10数個認められた遊離金中最も粗

粒のものは，径0．8mmの不規則半自形の金粒で，これ　．

c辱

Au

　　　第
Cp：黄銅鉱

Cp

0．1mm

←呼一一→

Au

11　　図
　　Au：　自然金

▼
　甲
　　ツ
　G畷1▽
　▽

Zn

＝P湯・

Auハ

Cp

Ψ

0、l　m　m　F

H
　　　　　　　　　　　　第

Au：自然金・G；方鉛鉱　Cp：

12　　図

黄銅鉱　　 Py＝　黄鉄鉱　　 Zn＝．閏亜鉛鉱
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以外はすべて粒度が小さく平均0・1mmあるいはこれ

以下を示す。

　②に属する交代金は「ギyグロ」中に普遍的に最も多く　．
暫
み
ら れるもので，特に黄銅鉱を交代するものが多い。

　その形状嫉第11図に示す通りである。閃亜錯鉱を交

代するものは第12図に示すようなものが多く，黄銅鉱

を交代するものと同様円味のある面で接している。

　このほか輝銀鉱を交代する自然金がみられるが，この

場合は前者と異なり，その境は不規則であることが多い・

　これらの自然金の平均粒度は0．Q3～0．3mmで③に

属する自然金は硫化鉱物中に斑点状に円昧を帯びて包有

されるもので，上記同様黄銅鉱，閃亜錯鉱中に包有され

るものが最も多い。その粒度は小さく，0ユmm以㊦の

ものが大部分で，平均0．02～0．1mmを示しているQ

　上記の顕微鏡的観察および鉱脈の状態等により，大体

第4表のよ5な金属鉱物の晶出順序が考えられる。

　2．2．3　大口鉱

　大口鉱山の鉱石は前記2 種類の鉱石とは若干その性質

を異にし，厳密な意昧では「ギソグロ」とはいえない。

　鉱石は石英を主とする脈石中に黄色と淡黒灰色の2条

の縞を有するもので，含銀硫化物は甚だ少ない。

　これらの縞は通常，母岩に近接する部分より内部に向

つて，黄色部と黒色部との2条の縞を形成し，その縞の

幅は1～3cmを示している。

　その構造は対称的な縞状を示すのが普通であるが，そ

の他稀に網状，角礫状および斑状等もみられる。』

　晶出時期
鉱物

下
A

黄鉄鉱伸蔽髄

閃亜鉛鉱

第　　4　　表

亙工簸期

…

　この縞状部を顕微鏡で観察すれば，・微粒の乳白色～白

色，緻密の石英中に硫化鉱物と自然金が散在するのが認

められる。

　自然金が黄色硫化物を随伴して晶出している帯は，そ

の特徴的な黄色を呈し，黒色硫化物を主とする帯は，黒

灰色の縞を形成する。

　これらの硫化鉱物の粒度はいずれも微細で，0．01戸》0・1

方鉛鉱

黄銅鉱

輝銀鉱

濃紅銀鉱

脆銀鉱
ポリバサイト

角銀鉱

自然銀

自然盆

　　　　　　薪夢

　欝「瞬

細《　・鴻肖

噌鰐，匙
0．lmm

爵
φG

皿　期

　　　第　　13　　図
Au：自然金　　　Te：顯鋼鉱（四面銅鉱）

Cp：黄銅鉱　　 Pyr：濃紅銀鉱
Pyr：黄鉄鉱　　　G：方鉛鉱

㎜の間にあるものが多い。

第13図は上記鉱石の黄色部および黒色部のス

ケッチである。

これによればいずれも隠微晶質石英と氷長石と

の脈石中に，黄銅鉱・黄鉄鉱を主とする硫化鉱物

とこれに伴なう自然金とが散在しているのが認め

られる。

黄銅鉱　黄鉄鉱生成後の晶出によるものが多く

大部分他形を示している。いずれも自然金・黄鉄

鉱等を包有し，または黄鉄鉱、を交代しているのが

みられることが多く，・方錯鉱・四面銅鉱等とも密

接な関係を有し，これらを交代またはこれらによ

り交代されるものが認められる。自然金との関係

は重要で，本鉱石の自然金はほとんど黄銅鉱を交

代またはこれにより包有されている。

粒度は一定しないが，稀に0．1mm以上の鉱粒

が認められる。

　その量は硫化鉱物中最も多く，黄色部では全硫

イヒ鉱物4D80％に達する部分もあるQ
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2，3の金銀鉱石（その1）　特に「ギングロ」について　（高島 清）

　黄鉄鉱　黄銅鉱についで多く，その粒度は平均0。01～

、戴05mmで，04㎜を越えるものは少ないo，その：大

部分は自形を示し，黄銅鉱・四面銅鉱中に包有されてい

るもの，またはその割目に沿つて黄銅鉱・四面銅鉱等が

交代的に充填しているものがみられる。

　圏面銅鉱　鉱石中の黒灰色部に比較的多く認められ，

黒色部では四面銅鉱が黄銅鉱に包有されているものがみ

・られる。黄銅鉱と共生し，黄銅鉱を交代するものは黄色

’・部においてしばしば1みられるo

　粒度は黄銅鉱とほとんど同じ位である。

　閃亜鍛鉱　量ぼ少なく，一部試料に円味のある半自形

・を示して認められるに過ぎない。

　粒度も微細で，0．03mm以下のものが大部分であみ。

黄銅鉱と接し，これに包有されるような形を示してい

、る。比較的早期晶出の鉱物と考えられる。

　方錨鉱　方錯鉱は量的には少ないが，一黄色部には僅少

ながらLばしば認められる。黄色部と黒色部との漸移部

起多く晶出する傾向がある。

　粗粒のものは0．01㌍0。02mm内外の粒度を示し，単

1独で散在し，自然金および種々の銀鉱物により交代され

　ることが多い。一音勘こは黄銅鉱に包有されることもあ・

　る。

　濃紅銀鉱　黄色部にはほとんど認められないが，黒色

部には脈石中に微粒状に散在しているのが認められた。

・0．01㎜内外の粒度で単独に晶出するものが多く，一部

　には方錯鉱を交代するもの，’自然金・輝銀鉱により李代

　されるものも認められる。

　　輝銀鉱　鉱化作用の末期に晶出したもののようで，黄

色部と黒灰色部との中聞帯に認められる。

　　0．01～0．005mmの微粒をなすものが多いo量的に．は

少なく，一研磨片で認められたのみで，その一部は肖然

金により交代されている。

　　臆銀鉱　本鉱物は微粒状をなして黒色部に主として認

　められる。微粒のたあその判別は困難である汎異方性

　があり，青灰色を呈すること，硬度の低いことおよび方

鉛鉱に比べて青味が強いこと等によつて識別できる。

　　腐蝕試験の結果は明瞭でないが，ほ黛次のような反応

　二が認められた。

　　　HNO3（1：1）　褐色に色がかわる・

HC1・（1：）　弱い褐色の色変が認められる。

　：KC：N　　　　　ほとんど反応が認められないo

FeCI3　　　　　反応がわずかにあるようであるが

　　　　　　　　明らカ・でなヤ、O

　KOH　　　　　黒褐色に変色する。

　HgCI2　　　　反応しない。

鏑然金　量的には黄銅鉱・黄鉄鉱に次いで多量に認め

られ，特に黄色部および黒灰色部に濃集する。・

　金粒の分布は黄色部では一視野（径0．5mm）中に30

～1GO個数えることができるから，研磨片中g「ギング

ロ」部には，おそらく数1，000以上め金粒が認められる

ものと推定される。

　粒度は0，01・》0．03mmのものが多く，特に0．05mm

内外のものが黄色部において多い。

　黄色部における金粒は一般に黒灰色部のそれより大で

あり，’かつその量も多い。しかしながら，黒灰色部にお

いても稀に0．025×0．05㎜に達するオ）の，およびこ

れ以上の金粒も認められた。

　金粒は黄色部においては遊離金と交代金が多く，黒色

部においては遊灘金が多い。

　自然金は存在状態から下記のように分類される。

　①　石英・氷長石等の脈石の結晶粒間を充璽して晶出『

するもの（遊離金）

　②他の硫化鉱物中に包有されるもの（包有金）

　③　硫化鉱物を交代して晶出するもの

　または逆に交代されるもの（交代金・被交代金）

　①に属するもののなかには石英粒と硫化鉱物粒間をう

ずめるものも含まれる。

　遊離金の形は不規則他形で，アミーバ状の形を示して

いるものが多く，かつ一般に稜角のあるものが多い。黄

色部・黒灰色部中に主として認められるが，これ以外の

脈石中にも稀に肉眼的に認められるような大粒が晶出し

ていることカ§ある○

　「ギング胃」帯中では一般に粒度は小である。・

　②　包有金は不規則ではあるが，やX円味をもち，楕

円形・円形・半月形等の外形を示し，一部分包有される

もの，完全に包有されるもの等があり，黄銅鉱・四面銅

鉱に包有されるものが多い。

　③　交代金は早期晶出の硫化鉱物を交代するもので，

前2者に比べてその晶出は少ないが，．一部には黄鉄鉱・

黄銅鉱等の早期晶出鉱物の割目に沿つてその凹所をうず

め1一部は交代的に作用しているものがみられる（第14

図）。

。
亀
’
2
ン
遮 グ

o．伊踊

　　第　　　扱　　　図

Au；自然金　Py：黄鉄鉱
Cp：黄銅鉱
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第　　5　　表
i鷲
　昆滋時期
去物 第　1　期 第　2』期 、第　3　期 第　4．期

黄　鉄　鉱

黄　銅鉱

閃亜鉛鉱

方　鉛　鉱

輝　銀　鉱
一

濃紅銀鉱

脆銀鉱

自然金

輝安鉱
辰　　砂

後期硫化鉱物により交代される金は本鉱石においては

稀で，その量も少ない。

辰砂・輝安鉱　「ギン・グロ」に伴なつて認められること

は稀であるが，「ギソグロ」晶出後の石英中に自形結晶を

示してしばしば認められるQ

以上の観察結果より第5表のような晶出順序が考えら

れるQ

　　　　3．鉱石中の微量成分

　上記のF3種類の高品位鉱を分光分析して第6表に示す

．結果を得た。

曹試料はいずれも「ギyグロ」部のみを使用した。

　Geは「ギメグロ」部中には検出できなかつたが，貧鉱・

第 6

部のInesite中には微量成分として含布されているも分

がある。

　　　　　4．結　論
上記の観察結果よりその構成鉱物を一括すれば・第7

表の通りとなる。

これらの結果により最も粗粒質の鉱石は清越鉱で，千

肉鉱がこれに次ぎ，大口鉱は最も微粒質の鉱石となる。

自然金の粒度も大体これに比例するが，金粒の量はこれ．

らに反して緬粒の大口鉱が最も多い。

観察した鉱石の自然金の粒度平均を示せば，下記の遣

りで’ある。

　千肉鉱　0．02～0．08mm．

表

鉱 石

千　肉　鉱
清越鉱．①
　〃　　②
　〃　　③
大　口　鉱

Au

2
3
3
4
3

Agt

4
6㊥

6
6④

3

Cu1

5
6
4
6
2

Pb1

5
4
3
4
2

Zn1

2
6
3
5
？

Asl

2

Sb！

2
＿＊

＿＊

＿＊

一＊）

Tel Fel

6
6
6
6
4

副c司

1
1
1
1

Cr1 Md1

4
4
4
殉
4

3

Til
　l

1
1

1

vi

1
？

1

Bi圓
1
1
1
1

Sil

M
M
M’

M
M

A1

M
M
M
M
Ml

　　　　　　　　　　　　　　　　（分析者　高橋技官）
註　㊧は6以上の張さを示す
　＊はSbのみにつき微量分析を行つた結果PPMにて0。㍗》0．3の値を得た
　＊）はSbにつ）・て同一試料につき別にSpec㌻or我nal三sysの結果1の値を得た．

　．Mは主成分を示す
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a3の金銀鉱石（そ¢〉1）特にrギングロ」にρいて　（喬島　清）

　　　第　 7　表ト＼．、、鉱石』

　　種’＼鉱

　　別物　　量

石　　英

氷長石

方解石

重晶石

自然金

自然銀

輝銀鉱
濃紅銀鉱

淡紅銀鉱

脆銀鉱
ポ
、 リバサイト

角銀鉱
四面銅鉱

黄銅鉱

黄鉄鉱
閃亜錯鉱

方鉛．鉱

．銅　　藍

輝安鉱
辰　一砂

千曵鉱

◎

粒度

○

分布

◎

清越鉱

○

●

×

○

×

＠

○

○

O

O

×

O

＠

O

○

×

×

○

O

×

O

○

Q

O

O

O

量

◎

◎O

O

Q
×

O

×

○

○．＠

○

○

○

◎

O

O

×

○

O

◎

＠

○

O・、O

×

×

×

粒度

○

O

○

O

O

O

O

○

○

○

○

○

分布

◎

◎

、○

○

×

⑤

O

○

○

○

：大口鉱

量

◎

O

×

◎

×

×

×

×

×

＠

◎．

×

×●＊

×●＊

粒度

×

×

◎＊

◎＊

分布1

⑤

・1＼

○

⑤

O

×

×

量

多

中

少

僅少また
・は無し

粒度

1mm
内外

0．5mm
内外

0，1mm
内外

0．05m
以下

分布

註＊「ギングロ」中

はなはだだ一
置的

普遍的

局部的

×

◎

◎

稀またはギング
ロ部以外にみら
れるもの

o

●＊

・＊

（は認められなかつた他中脈石（後期晶出石英）中に認められた
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　　清越鉱　　0．03～0．3mm

　　：大口鉱　　0．01～0．05mm

　銀鉱物は千肉鉱・清越鉱に量的に多く認められ，輝銀

鉱が主なものであるが，前者には濃紅銀鉱・淡紅銀鉱・

ポリバサイトが顕著であり，後者においては濃紅銀鉱・

脆銀鉱・角銀鉱が顕著に認められる・

　なお後者には自然銀等の2次的に生成された鉱物も認

められる。

　大口鉱は銀鉱物に乏レく，銀品位の大部分はエレクト

（第5巻第10号）

ラムとして自然金中に含有される銀が，主として表われ．

てくるものと考えられる。

　上記の3種類の鉱石の金銀比を示せば下記の如くにな

るo

　　千或鉱　Au3Ag＝1：1’》20

　　清越鉱　Au：Ag＝1：30・｝40

　　：大口鉱　Au＝Ag＝1：0．3～0．6

　　　　　　　　　　　　　（昭憩28年6月稿〉
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